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Ⅰ 資産の部

　1 流動資産

現金は事務局､西部､福祉売 運転資金として　　現金預金 － － －  30,136,854
 店。預貯金は千葉銀行佐倉  

佐倉市､千葉県からの受託｡ 運転資金として　　事業未収金 － － －  31,064,103
 介護報酬等  

全社協､県共助会 正規職員退職金支払いのた　　未収金 － － －  516,768
 め 

事務局 切手　　貯蔵品 － － －  90,917
  

さくら斎場福祉売店 さくら斎場にて販売のため　　商品・製品 － － －  583,717
  

R１損害保険他　　前払金 － － －  1,463,522
  

善意銀行小口貸付金　　１年以内回収予定長期 － － －  6,942,215
 貸付金  

善意銀行小口貸付の徴収不　　徴収不能引当金 － － －  △6,522,618
 能引当金 

 64,275,478流動資産合計

　2 固定資産

　(1) 基本財産

佐倉市海隣寺町７８　社会 社会福祉事業実施のための　　建物 1985年度  450,470,000  346,045,946  104,424,054
 福祉センター建物１棟 事務局として使用 

千葉興業銀行佐倉支店 資本金として　　基本財産特定預金 －  0  0  3,000,000
  

 107,424,054基本財産合計

　(2) その他の固定資産

自動車日産ノート他１０台 事業にかかる移動手段､移動　　車輌運搬具 －  13,817,675  13,288,379  529,296
 サービス事業車両 

録音作業用ノート型パソコ 声の広報事業等に使用　　器具及び備品 －  3,841,736  3,019,975  821,761
 ン他  

電話回線（ADSL)施設装置他 相談事業の電話回線他　　権利 －  150,584  0  150,584
  

三菱UFJモルガンスタンレー 利息を運転資金とする福祉　　投資有価証券 －  0  0  123,740,061
 証券他 基金として所有 

全社協 正規職員の退職給付に備え　　退職手当積立基金預け －  0  0  65,877,210
 金 るため 

共助会､千葉銀行佐倉支店 正規､嘱託職員の退職給付に　　退職給付引当資産 －  0  0  18,344,070
 備えるため 

千葉銀行佐倉支店他 利息を運転資金､取り崩して　　福祉基金積立資産 －  0  0  61,263,958
 事業の運転資金とするため 

千葉銀行佐倉支店他 奨学福祉事業の運転資金と　　菊地久治勉学奨励基金 －  0  0  133,465,423
 積立資産 して積立 

千葉銀行佐倉支店 生活困窮世帯子ども支援事　　元気に育て子ども基金 －  0  0  17,932,197
 積立資産 業の運転資金として積立 

千葉銀行佐倉支店 終末ケア･終活支援事業の運　　稲垣成こ勉学奨励基金 －  0  0  18,244,205
 積立資産 転資金として積立 

千葉銀行佐倉支店 将来における備品購入のた　　備品購入積立資産 －  0  0  4,743,000
 めに積立 

千葉銀行佐倉支店 将来における修繕の備えの　　修繕積立資産 －  0  0  1,748,500
 ための積立 

千葉興業銀行佐倉支店 善意銀行事業の運転資金と　　善意銀行積立資産 －  0  0  2,275,000
 して積立 

千葉みらい農協佐倉中央支 在宅福祉事業の運転資金と　　在宅福祉積立資産 －  0  0  8,577,000
 店 して積立 

車両リサイクル券　　その他の固定資産 －  0  0  12,490
  

 457,724,755その他の固定資産合計

 565,148,809固定資産合計

 629,424,287資産合計

Ⅱ 負債の部

　1 流動負債

福祉売店仕入れ､ヘルパー賃　　事業未払金 － － －  17,510,902
 金他  

正規職員、嘱託員退職金　　その他の未払金 － － －  2,147,018
  

労働保険料､退職職員健康保　　職員預り金 － － －  49,681
 険料  

R2ボランティア保険　　前受金 － － －  281,200
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災害ボランティア保険　　仮受金 － － －  2,500
  

次年度6月支給賞与引当金　　賞与引当金 － － －  7,652,518
  

 27,643,819流動負債合計

　2 固定負債

全社協､共助会､嘱託員等退　　退職給付引当金 － － －  92,772,490
 職給付引当金  

 92,772,490固定負債合計

 120,416,309負債合計

 509,007,978差引純資産


